青風荘　　フェイスシート
平成23年2月7日　担当：上平ユリ子

	入　所　者
	氏　名　　下町　サン子　様　　　　　男・女　　　　昭和　13年　12月　3日生（　72歳）

	
	住　所　〒　039－1104　　　八戸市田面木字赤坂35－9　　　　　　　　電話　27－7658

	
	病　　名
	　統合失調症
	合　併　症
	　　便秘症・低血圧　　　

	
	発症時期
	　Ｓ36年7月頃（23歳時）
	罹 患 期 間
	　　約　49年　　ヶ月

	
	入院回数
	　　2回　　　　
	延べ入院年数
	　　約　31年　8ヶ月　

	医療機関
	　青南病院　（主治医　千葉　良Ｄｒ）
	外来受診日
	土曜日（2週1回）

	医療区分
	後期高齢者医療
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	年金
	（　　万円）

	
	その他
	預貯金　　　　　　　　　　　　　　　（　　万円）

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	　福祉ホーム青風荘

	入所年月日
	Ｈ　15年　10月　1日
	身長
	155cm
	体重
	46.4kg

	最終学歴
	城内中学校卒業
	免許・資格
	　なし

	職　歴
	　パチンコ店・小料理屋
	

	保　護　者
	氏　　名　　下町　ノブ　様　　　　　　　　　　　　続柄　義母　　　（同居　・否）

	入所目的

　・服薬を確実に継続し、生活リズムの確立を図る。　・基本的な生活技術を身につける。

	入院・治療歴

	昭和36年7月～昭和37年9月　　入院　　青南病院
昭和38年6月～平成6年2月　　入院　　青南病院
平成6年3月～　　　　　　　　　外来　　青南病院




	生活歴
S13年、種市町にて出生。同胞6人。実母は本人が1歳になる前に死亡。義母・ノブ氏に育てられる。21歳時結婚するが2年で離婚。（双子を出産しているがまもなく死亡。義母はそれが変調のきっかけになったのでは？と・・・。また、本人は結婚も出産も否定している。）S36年、自閉・好色妄想等が出現し1年程入院。退院後、パチンコ店や小料理店に勤めるも長続きせず、S38不眠等が目立つようになり、自室に閉じこもったり放歌が見られていた。祖母の通帳を持ち出し衣類を大量に購入したり、何もせずにゴロゴロするようになる。5月には、突然自宅を飛び出し1ヶ月程旅館に宿泊し、連絡を受けた家族が迎えに行く事もあった。S38年6月、入院となる。H6年、退院後は社会復帰援護住居「いちい荘」、H9年には「青山荘」に入居し、社会復帰訓練を開始。H11年9月からはグループホーム「あおぞら」にて共同生活を送っていたが、人間関係に負担を感じ、服薬も不確実になった事より再燃。増薬にて対応し、H12年9月、グループホームを退所し青山荘へ再入所となる。青山荘退所後、単身での生活に不安があり、本人・家族・主治医の相談の元、青風荘での生活を希望。H15年10月、青風荘入所となる。

	家族構成　









	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）
本人と他兄弟の交流は全くない。義母であるノブ様が高齢であるが、面会に来たり、一緒に外出したりしている。ノブ様の長男夫婦との交流は殆ど無い。平成21年2月九戸郡種市町から、青風荘の住所に移動となっている。生活保護は通帳残高がある為、打ち切りになっている。


平成　23年2月7日（月）　
	長期目標（中期・短期）

	· 身体機能と生活能力の維持

・　身の回りの整理整頓ができるようになる


	これまでの経過（前回評価日　H　22年　8月　2日）

	前回の問題点

①　衣類の適切な着用・整理ができない。（・衣類の収納が上手くできない）

②　洗濯・手洗い等に固執している。（適量の日用品の購入が出来ない）
3 不調の訴えがあり、体調の管理が不十分　

＜衣類・洗濯・手洗いに対しての固執＞

下着（パンツ）だけは日に何度も交換しており、洗濯は下着､タオルだけで、他の衣類と一緒に洗濯する事を拒んでいます｡その為洗濯機を何度も使用したり、夜間部屋で洗濯していましたが洗剤を事務室預かりとした事で洗濯回数や夜間の洗濯は改善されています。

手洗いにも固執していて、頻繁に手から腕に掛けて洗っています。

部屋は定期的に掃除機は掛けていますが、タンスが2つあるにも関らずタンスに収納できず、ビニール袋に衣類を入れて押入れに乱雑に置いてあり介入を要しています。また衣類に包んでお茶パックやコーヒー・お菓子を隠すように入れています。

以前は気温にあわせた衣類を着用する事が出来ず、上着を何枚も重ね着していましたが、寒くなってからは重ね着する事がなくなり、肌着で調整する事が出来るようになってきています

＜金銭管理について＞

一週間1,500円で遣り繰りしていて、買物には毎週石鹸､お茶､ハンドクリーム､スーパーの袋を購入し、必要な物を必要な量買物する事が困難な為、１月からはスタッフ付添いにて買物しています。在庫を確認してから買物している為石鹸等の使用量､購入量が改善され無駄なく使用されています。

＜体調､幻聴について＞

12/8右臀部の痛み12/9右股関節周辺の痛みの訴えが聞かれています。歩行や日常動作には支障がない為様子観察していましたが、1週間後には痛みが無くなったと話されています。

1/3～1/5まで38度台の発熱あり。以後徐々に解熱され1/11より発熱なく経過されています。（インフルエンザ検査施行はしており陰性）発熱時は時間の間隔が薄れている様子で、夜間起き出して着替えていたり､服薬した事を忘れ、薬を要求して来たことがありました。解熱された後もしばらくふらつきや、歩行時下半身に力が入らない様子で体力衰退が著明に見られていましたが、少しずつ回復され今は以前の体力に殆ど戻っています。水仕事、洗濯､買い物など好きな事に関しては意欲が見られますが、それ以外は､疲れたと話され休んでいる事が多く見られています。また飲水量が多く、「フラフラする。」等の不調も聞かれる為、飲水の目立つ時には、適宜声掛けて控えるように促しています。

低血圧であり、定時起床出来ないことが時折見られ、その際目眩、立ちくらみがすると話されいます。12/7起床した際目眩がしてお尻から転んでいますが怪我はありません。
　11/8「最近自分の側でワーワーと声がする。でも何を言っているか分からない」と話されており、月に1回ぐらい聴こえてくると話されています。以後は幻聴についての訴えはありません。

＜デイナイトケアの様子＞

当番や掃除は熱心に行ってくれていますが、プログラムへの取り組みについては、集中して取り組む事が難しく体調不良の訴えがあり、休むことがしばしばみられています。1/3～1/12まで発熱の為欠席しています。

※保護者の義母が定期的に面会に来られていますが、高齢である為今後の本人への処遇について次の保護者の予定になっている息子様を含めて話し合いをする場を設けて行く予定です。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 低血圧から起床時、歩行時の転倒の恐れがある。

加齢に伴う体力低下（不調の訴えがある）


	· 起床時の目眩､ふらつきが見られ転倒の恐れがある為、ベットからゆっくり起き立ち上がるように繰り返し説明し､必要に応じて起床時間に訪室し体調確認する。

・　歩行時ふらつきがある時は手すりを利用するよう声掛けしていく。
· 不調の訴えが頻回な場合にはバイタル測定をし、必要に応じて休んで頂く。

· 過度に飲水が見られる場合には声掛けして、必要に応じてアドバイスをおこなっていく。

· 毎日測定した血圧を把握しながら、本人の体調を確認していく。
	　ヶ月

	②　洗濯・衣類・手洗いに固執している。

　　適量の日用品の使用が出来ない。

　　偏った衣類の収納をしている。

	· 洗剤を事務室預かりとした事で洗濯回数や夜間の洗濯は改善されてきている為、今後も継続して支援していく。

· 下着のみの洗濯が多く､パンツと一緒に他の洗濯物を洗う事を拒否する為、自分の衣類なのだから汚くはない事を伝え､共同の洗濯機なので一度で洗濯出来るように繰り返し説明していく。

· 頻回に洗顔や手洗いをしている際は声をかけ、洗い過ぎは肌を傷めたり炎症の原因になることを説明する。

· 石鹸、ハンドクリ－ム、お茶パックの使用量・購入量が多い為、使い方について本人と話し合いを持ち改善をはかる。また買物は当分スタッフ付添いにて購入していく。

· 衣装ケースの衣類と一緒にお茶パックやコーヒー、お菓子を保管していたり、衣類を丸めてゴミ袋へ入れている為、定期的に部屋の掃除を一緒に行いながらタンスや衣装箱への収納の仕方を伝えていく。
	ヶ月


プラン計画者　氏名　上平ユリ子
修正プラン実施評価日：Ｈ　23年　2月　7日

日（月）　青山荘地域交流活動室

　　
水仕事、洗濯､買い物など好きな事に関しては意欲が見られますが、それ以外は､疲れたと話され休んでいる事が多く見られています。

以前は気温にあわせた衣類を着用する事が出来ず、上着を何枚も重ね着していましたが、寒くなってからは厚着がなくなり、肌着で調整する事が出来るようになってきています
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